




2025 年度 桃山学院大学大学院 入学試験問題 解答例 

《マクロ経済学》 
出題意図を踏まえた解答を記述すること 
 

《ミクロ経済学》 

(3)において問題文に誤字がある。「…どのように喧嘩…」ではなく、正しくは「…ど
のように変化…」である。記してお詫びする。 
 
█(p=-(q_A+q_B )+b#(1) ) 
█(C_A=q_A#(2) ) 
█(C_B=cq_B#(3) ) 
【記号】 
p：同質財の価格、q_i（i=A ,B）：i 国企業の生産量、C_i：i 国企業の総費用、b ,c：

正定数 
 
(1)与えられた諸式を使って、A,B 両国企業の目的関数π_i は、 
█(π_A={-(q_A+q_B )+b-1} q_A#(4a) ) 
█(π_B={-(q_A+q_B )+b-c} q_B#(4b) ) 
で定義される。利潤最大化問題の 1階条件から、反応関数はそれぞれ、 
█(q_A=-1/2 q_B+(b-1)/2#(5a) ) 
█(q_B=-1/2 q_A+(b-c)/2#(5b) ) 
と与えられる。(5)式を連立して、両国の生産量の組み合わせは、 
█((q_A^*  ,q_B^* )=((b+c-2)/3  ,(b+1-2c)/3)#(6) ) 
と計算できる。これらを(1)式に代入して、D国で販売される同質財の価格は、 
█(p^*=(b+1+c)/3#(7) ) 
となる。 
□ 
 
(2)D 国政府による特定国に対する制裁は本来同質財であったものが差別化財のよう

な扱いになる。これは 1本で与えられていた（逆）需要関数が 2本になることを意味
する。このとき、A国で生産される財の逆需要関数は t を財 1単位当たりの関税とす
ると、 
█(p_A=-(q_A+q_B )+b-t#(8) ) 



になる一方、B国のそれは、 
█(p_B=-(q_A+q_B )+b) 
であり、(1)式と同じである。よって、両国の利潤最大化行動の 1階条件を通じた反

応関数は、B国では(5b)式で同じである一方、A国では、 
█(q_A=-1/2 q_B+(b-1-t)/2#(9) ) 
に変わる。(9)式と(5b)式を連立して、このときの両国における生産量の組み合わせ

は、 
█((q_A^(**)  ,q_B^(**) )=((b+c-2(1+t))/3  ,(b+1-2c+t)/3)#(10) ) 
と計算できる。これを(1)式もしくは(8)式に代入すれば、このときのD国での同質

財価格は、 
█(p^(**)=(b+1+c+t)/3#(11) ) 
となる。 
□ 
 
(3)(6)式と(10)式の大小を比較すればいい。 
q_A^(**)-q_A^*=-2/3 t<0 
この結果から、D国政府による制裁対象となったA国の生産量は制裁前に比べて確

実に減少する。 
q_B^(**)-q_B^*=-1/3 t>0 
この結果から、D国政府による制裁対象になっていないB国の生産量は（A国へ

の）制裁前に比べて確実に増加する。 
 
《マルクス経済学原理論》 
出題意図を踏まえた解答を記述すること 
 
《財政学》 
出題意図を踏まえた解答を記述すること 

 


